
◆飛鳥寺の調査- 1 9 9 6 - 1 . 3次、第８４次

１西門地区の調査（1 9 9 6 - 1 次）

はじめに

本調査は、飛鳥寺西門跡に隣接する奈良県有地を公園

整備するのに先だって行った。調査地は、飛鳥大仏を安

置する安居院本堂（中金堂跡) の西約8 0 ｍ、「入鹿の首塚_ ，

と俗称される五輪塔の東側、西門跡推定地の一部とその

外の一郭である。調査面積は2 6 2 ｍｇ。

１９５６．５７年調査の結果、飛鳥寺は一塔三金堂の特異な

伽藍配置が判明した（『飛鳥寺発掘調査報告』奈文研学報

第５冊1 9 5 8 年、以下『飛鳥寺報告』) 。この時、寺域確

認のために西門および南門とその南方の参道が調査され、

それをもとに二町四方の寺域を復元した。

その後、1 9 7 7 年に大字飛鳥集落の北で北面大垣を碓認

( 『藤原概報８』) 、1 9 8 2 年にその東方で大垣東北隅と東面

大垣を確認した( 『藤原概報1 3 』) 。それによって、寺地は

南北に長い台形で、南北2 9 3 ｍ、東西は北で2 1 5 ｍ、南で

約2 6 0ｍ、面稜約7 0 , 0 0 0 m? と推定されるに至った。なお、

寺域の南限は南門ではなく、それに接続する石敷参道の

南端と考えている。ちなみに、『太子伝玉林抄』『太子伝

古今目録抄』などによれば、飛鳥寺の四つの門には各々、

束門に「飛鳥寺｣ 、西門に「法典寺｣ 、南門に「元興寺｣ 、

北門に「法満寺」の扇額が掲げられていたという。

1 9 5 6 年の調査によって、西門は礎石建ち八脚門と推定

され、正面1 1 . 3 ｍ（高麗尺3 2 尺) 、奥行き５．３ｍ（1 5 尺) 、

推定基壇規模が正面1 3 . 8 ｍ、奥行き９．３ｍに復原された。

正面の柱間は中央だけが4 . 2 ｍ（1 2 尺) 、両脇が3 . 5 ｍ（１０

尺) で、中央間が広い。梁間は2 . 6 ｍ（7 . 5 尺) 等間である。

南門は正面8 . 8 ｍ・奥行き4 . 6 ｍで、西門の方が大きい。

西門の外側の状況については、本調査区の南での調査

( 1 9 8 4 年度Ｋ地点調査区『藤原概報1 5 』）と北での調査

( 1 9 6 9 年橿原考古学研究所飛鳥京跡第1 8 次調査『飛鳥京跡

二』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第4 0 冊、奈文研

4 ４奈文研年報／1 9 9 7 - 1 1

1 9 8 9 - 2 次調査『藤原概報2 0 』) 、および西での調査( 1 9 6 6

年橿考研飛鳥京跡第1 1 次調査『飛鳥京跡二』）などによっ

て、次のようなことがわかっている。

西門あるいは西面大垣から西約９ｍに| 幅1 . 2 ｍの石組

大溝S D 6 6 8 5 があり、西約1 8 ｍにも幅0 . 5 ｍの石組小溝

S D6 6 8 4 がある。大垣と石組大溝との間には石敷S Ｘ7 3 6 .

7 3 7 や石列S X 7 3 5 がある。石組大溝の西に接して南北方向

の掘立柱塀S A 7 3 8 があるが、これは大溝を作るときには

撤去されていた。大垣の西約1 4 ｍの地下には土管暗渠

S X 7 4 0 が埋められていた。また､ 今調査区の西には､ 1 幅4 . 3

ｍの玉石敷南北道路S H6 6 8 2 がある（図4 6 ) 。

今回の調査は、これらの過去の調査成果に基づき、西

門およびその外側の状況の把握を目的とした。

基本層序

盛土（2 0～4 0 c m) 、旧水田耕土（2 0 c m) 、床土（2 0～４０

c m）の下屑に中世の遺物を含む灰黄色砂質土（1 0 ～1 5 c m）

があり、これを除去して遺構検出を行った。調査区東辺

では、床土直下に古墳時代の包含層である暗褐色粘質土

が現れ､ この上面で遺構を検出した｡ 石列S X 7 3 5 あたりか

ら西には、７世紀後半の整地土層（褐色砂質土・褐色バ

ラス層）が残り、その上面で遺構検出を行った。その後、

これを部分的にはずして下層遺構を調査した。

飛鳥時代の遺構

西門S B 2 4 0 礎石立ちの八脚門。1 9 5 6 年の調査では、基

壇の一部および、南北３列ある柱のうち棟通りと束側柱

筋の合計７箇所で柱位殻を確認した。そのうち束側柱筋

の南端と南から２間目に礎石が残っていた。門の基壇東

側には河原石で組んだ雨落溝( S D2 4 1 ) がある。S D2 4 1 の

西側石は基壇東側の化粧を兼ねる。基壇南辺は後･ 世の破

壊が著しく、基埋の南縁は確認できていない。

今回は、西側柱筋の柱位置２箇所を確認し、八脚門を

確定した。礎石は残っていなかったが、門の北西隅とそ

の南側で据付掘形を確認した。推定される柱の間隔は、



図３９石組小溝ＳＤ６６８４（北から）

脇の間の柱間3 . 5ｍとして矛盾はない｡ 北西隅の礎石掘形

は、直径1 . 3ｍ、検出面からの深さ15 c mで、黄褐色山土が

版築状に詰まる。基壇土および基壇化粧は全く残ってい

なかった。推定基壇西辺にある小穴列S X 9 2 3とその西の

小穴列S X 9 2 5は、基壇東側縁石と雨落溝側石を門の中軸

線で折り返した位置にあり、基壇縁石と雨落溝側石の抜

取痕跡かも知れない。

基壇の西側および北側では、足場の柱穴列S S 9 2 0 . 9 2 1

を検出した。S S 9 2 0は西側柱礎石位置から西約2 . 3ｍにあ

り、北１間が3 . 0ｍ、南２間は2 . 1ｍ等間となる。S S 921は

柱間2 . 1ｍの１間のみ。西門北妻柱筋から1 . 4 5ｍを隔て

る。S S 9 2 0の南端の柱穴とS S 9 2 1東側の柱穴は､柱抜取穴

に黄色の山土が充填され、掘形にも若干の山土が混じる

が､ S S 9 2 0の北側３個の柱穴は掘形に山土が含まれず､ 抜

取穴埋土は灰褐色砂質土で瓦片を含む。２時期の足場穴

に区分できるのであろう。

石組大溝S D6 6 8 5 調査区のほぼ中央にある石組溝。満

幅は約1 . 2ｍ、深さ０．５ｍ・側石の妓も大きいものは幅７０

c m、長さ１ｍある。西門の正面でも溝幅や深さに違いは

なく、橋のような施設もない。溝埋没後、西側に素掘溝

S D7 3 9が掘られたため西側石のいくつかは倒れ､ また､ 東

側石のいくつかは抜き取られていた。溝底には拳大の河

原石を敷くが、北の方では瓦が混じる部分があり、改修

を受けている。掘形から瓦片と土器片（飛鳥I I ～I Ⅱ）が

出土した。埋土からは、大量の瓦のほか、土器と若干の

鉄器が出土した。溝の北部では東側から瓦を投棄した状

況が残っていた。土器は７．世紀代で､ おさまる。

今調査区南の19 8 4年Ｋ調査区ではS D6 6 8 5の下層に､後

述するＳＡ７３８と柱位置が一致する柱穴を検出した。これ

が、南北塀になる可能性を想定し、推定柱位置で底石を

除去して調査したが柱穴はなかった。

石列SX735と石敷SX736 . 737SD6685の東側石の東１

図４０石組大溝ＳＤ６６８５（北から）

ｍには、石列S X 7 3 5 がある。今調査区では､ 石は１石を残

してすべて抜取られていた。石列と石組大溝との間には

石敷S X736があり、石列の束にも石敷S X737がある。とも

に､ 部分的に残存していたにすぎない｡ S X 7 3 6の南の方は

後に、瓦敷に改修される。二つの石敷は、５c mほどの差

で東側のSX737が高い｡なお､北で行った1989年度の調査

では、石列S X7 3 7のさらに東１ｍにも祈列跡S X7 3 4を確

認しているが、今回は検出しなかった。

石組小溝SD66 8 4調査区の西辺で確認した幅0 . 5ｍ、深

さ10 c mほどの溝。西側に直径40～50 c mの大きな石を、東

側には直径2 0～3 0 c mの小振りの石を並べる。北では底石

が残っていた。調査区南辺から北約4 . 5 ｍの位置には、こ

の溝を横断するように東西に並ぶ石列S X 9 4 6があり、そ

の北は長さ約１ｍにわたって小狩を菰み上げている

( S X947) 。禰列SX946の南に接する部分ではSD6684の西

側石が２．３石分抜けているので、北へ向かう流水を西

に向けるための施設と思われるが、その行方は調査でき

なかった。今調査区の西に接して、発掘調査が行われて

いる( 飛鳥京跡第1 1次調査) が、関連しそうな遺構は未確認。

S D6 6 8 4は掘形埋土に瓦や土器を含み、石組大溝S D6 6 8 5

に似る。２条の溝の間隔は心心間距離で8 . 8 ｍである。

SD6684の東西には、石敷SX937･ 948やバラス敷SX951

がある。バラス敷S X 9 5 1は土管暗渠S X 7 4 0の掘形を完全

に覆っていた。

南北塀S A7 3 8石組大溝S D6 6 8 5の西に接した位置にあ

り、素掘溝S D7 3 9 の底で検出した。柱の間隔は2 . 6 ｍ前

後。西門の正面でも柱間は変わらない。柱掘形は一辺1 . 2

ｍ前後、検出面からの深さ１ｍ・掘形埋土に若干の瓦片

が混じり、柱抜取穴には黄褐色1 1 1土が詰まる。S D6 6 8 5よ

り古い｡ 調査区の南辺では、この掘立柱塀S A7 3 8 の西約４

ｍで柱穴S X 9 3 5をみつけた。後述する土管暗渠S X 7 4 0の

掘形を掘り込む。柱抜取穴には若干の黄褐色山土が混じ
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る。S X 9 3 5 の北と西には、関連する柱穴はない。

土管暗渠S X 7 4 0 直径約2 0 c m、筒部の長さ約4 0 c mの瓦製

土管をつないだ施設。今調査区南の1 9 8 4 年度調査区と北

方の1 9 8 9 - 3 次調査区で掘形と北の1 9 8 9 - 2 次調査区では、

土管本体を確認している。調査区内で土管4 1 個を検出し

た。玉縁を北に向けて据えられ、調査区の北端は南端よ

り５c m低い。土管の並びは直線ではなく、調査区内でご

く緩いＳ字形を描く。

暗渠掘形は、幅1 . 5 ～1 . 8 ｍ、深さ１ｍの溝状。古墳時

代の河川堆積土の上面に山土を置いた上に細かい瓦片で

瓦敷S X 9 5 5 を作り、その上にさらに盛土整地した面から

掘り込まれる。掘形は、土管設置後、黄褐色山土や磯を

交えた土で版築状に埋め立ててある。埋土に、少塗の瓦

と土器を含む。

その他の遺構S X 9 5 2 は、土管掘形と重複する４個の柱

穴。南北2 . 9 ｍ、東西3 . 0 ｍに４個が四角く並ぶ。柱掘形

は土管掘形より新しく、石敷S X 9 4 8 より古い。

土管の直下では、柱間約2 . 6 ｍの柱列S X 9 3 8 を検出し

た。柱穴の直径は3 0 ～4 0 c mほど。柱抜取穴に黄色い1 1 1 土

が混じる｡ 柱位置が南北塀S A 7 3 8 とほぼ一致するので､ こ

れと一連の柱列とも考えられるが、両者の距離は３ｍあ

って足場穴としては遠すぎる。

斜行溝S D9 4 2 は､ 柱穴S X 9 3 5 と重複する、南東一北西方

向の索掘溝。埋土に山土と瓦片を含む。

奈良時代以降の遺構

素掘溝S D 7 3 9 幅約３ｍの素掘溝。南北に走り、東岸は

石組大溝S D 6 6 8 5 の西側石を謹岸とする。埋土下層は分厚

い砂喋層。調査区北半部では鍛終的には西に蛇行する

( S D9 5 3 ) 。ＳＤ73 9 . 9 5 3からは大堂の瓦のほか、11 1 1 t 紀ま

での土器が出土した。

S D6 6 8 5 の東方にも細い溝（S D9 2 8 . 9 3 4 ）がある。他

に、土坑があり、ＳＫ9 3 0 . 9 3 1 からは大賦の瓦が出土した。

古墳時代の遺構

調査区東北隅では、飛烏時代整地土屑の下府で、方形

の竪穴住居S B 9 3 3 を検出した。北辺と束辺は調査区外に

あるが、一辺３ｍ以上で､ ある。南辺に長径9 0 c mの貯蔵穴

があり、周辺から土師器高杯や饗・壷が出土した。また、

床面の中央やや北寄りの床而が焼けていた。髄の痕跡で

あろう。時期は、出土土器から５世紀後半。同時期の辿

構は、他に土管掘形断而で確認した河川跡がある。

表４飛鳥寺1 9 9 6 - 1 次調査軒瓦等点数表

型式 点数

ｌａ 1２

Ｉ 3５

l l l a ４

11lｂ ４

Ⅲ 2１

1Ｖ 1３

Ｖ 1６

ⅣヵＶ ８

Ⅵ ５

Ⅶ ２

VⅢ ４

星組型式不明 1３

型式

角端点珠

Ⅸ

XI V

XVb

型式不明

軒丸瓦計。

川原寺7 6 3

軒平瓦計

垂木先瓦Ｉ

垂木先瓦Ⅳ

型式不明

垂木先瓦計

点数

１

１

2６

１

ー

(〕

171

１

１

１

４

１

６

出土遺物

瓦埠類のほか、土器、金属器、石製品などが出土した。

瓦類飛鳥時代から平安時代まで､ の瓦が出土した。軒丸

瓦1 7 1 点、軒平瓦１点、垂木先瓦６点、腿尾片、噂のほ

か、丸・平瓦がある（表４、図1 4 ) 。

軒丸瓦は、飛鳥寺創建期のものが鎧も多い。素弁十弁

のＩ型式（｢ 花組｣ ）は、小さな破片が多く、主体をなす

のは素弁十一弁「星組」の1 1 1 ～V Ⅲ型式である。1 1 1 型式は、

間弁が' ' １房にとどかないI I I a （図４－１）と、間弁が中房

につながるI I I b（２）があＩ) 、I I I j 者が出土した。１Ｖ．Ｖ・

Ⅵは小振りの「星組」（４～６）。角端点珠八弁蓮華紋軒

丸瓦（５）は初出で､ ある。創建以降では複弁八弁蓮華紋

のX I V 型式がＨ立つ（７）。瓦箔がシヤープな段階（ＸＩＶ

ａ）から蓮子を彫り直し篭割れを起こした段階（ＸＩＶｂ）

まで各種があり、接合手法にも変化がある。初期は鋭い

刃物で細かな斜格子刻みを丸瓦の1 1 1 1 凸面に入れる。次に、

l l I 1 凸而ともタテと斜めの簡略な斜格子刻み目に変わる。

この段階では端而にも刻み目を入れる。簸後はやや太い

タテの刻み目だけとなる。奈良時代後半のＸＶ型式ｂ

( ８）は、平城京元興寺6 2 0 1 Ａｂと同植。

軒平瓦は平安時代の均整唐草紋軒平瓦のみ。川原寺と

同値（川原寺7 6 3 型式）で、飛鳥寺では初出。

垂木先瓦は、素弁九弁のＩ型式と、弁央に稜線のはい

る八弁のⅣ型式が出土した。Ｉ型式は大阪・新堂廃寺と

同殖（『年報19 9 7 - 1』１２頁参照) 。

丸・平瓦は、総数3 9 , 5 0 5 点2 , 2 9 6 k g 出土した。創建期が

雌も多く、これに７世紀後半の瓦が次ぎ、奈良時代の瓦

はそれほど多くはない。これは軒丸瓦の出- ｋ傾向と一致

する。創建期の瓦は、行基丸瓦と格子叩きロないし粗い

奈文研年報／l 9 9 7 - I I ４７
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平行叩き目の平瓦（｢ 花組」に対応）および、玉縁丸瓦と

細かい平行叩き目格子叩き目をタテにスリ消した薄手の

平瓦（｢ 星組」に対応) 、の二群に分類できる。

行基丸瓦には、一木の模骨を使うものと側板連結模骨

を使うものの二者がある。敵は前者が圧倒的に多い。両

者は、分割裁線の入れ方が逆で、一木模骨の丸瓦は凸面

側から、側板連結模骨の丸瓦は凹面側から入れる。玉縁

丸瓦は玉縁内面に布目がつかない。分制裁線は凹面側か

ら入れる。

「花組｣ に伴う、粗い平行叩き目の平瓦には、粘土円筒

を反転して広端側に補足の叩き締めを行うものがあり、

凹面にあて具の痕跡が残る。格子叩き目の平瓦とも、分

割凸帯は紐である。凹面は不調整、側而は破而をヘラケ

ズリするｂ手法。

「星組｣ に伴う平瓦は、凸面をタテ方向に丁寧にナデ調

整するのが特徴であり、上下２個４箇所の分割突起を目

安に粘土円筒を４分割する。広端近くの凹面に、桶の側

板を綴った紐の痕跡を残すものがある（図4 4 - 1 1 ) 。類例

は、大阪・新堂廃寺（烏含寺）にある（藤沢一夫「造瓦

技術の進展」『日本の考古学』Ⅵ歴史時代（上）１９６７

年、28 6～3 1 0頁) 。この一群も凹面は不調整、側面調整は

ｂ手法である。広端面に「藁座状庄痕」を残す例があっ

た（10) 。

7 1 1 t 紀後半の瓦は、大半が行基丸瓦と斜格子叩き目の

粘土板桶巻き作り平瓦の組合わせである。平瓦は凹面を

ナデ調整し、凹凸両面の側辺にI 幅広い面取りをする

( 1 2 ) 。この一群は軒丸瓦X I V 型式に伴う。ほかに、叩き

目が深い格子あるいは斜格子の平瓦や、凸面を完全にス

リ消した平瓦がある。川原寺から搬入された玉縁丸瓦と

凸面スリ消しの縄叩き平瓦それに凸面布目平瓦の一群、

縄叩き桶巻き作り平瓦の一群がごく少披ある。また、竹

状模骨丸瓦が１点確認できた（1 3 ) 。

奈良時代の瓦は、行基丸瓦と一枚作りの縄叩き平瓦。

叩き目や側面形に数種がある。

土管暗渠S X 7 4 0 に使用されていた土管は分厚い円筒形

で、連結のための細い玉縁部があり、筒部にはこれを挿

入するためのえぐり込みがある。導水に使われる円孔部

分は直径1 9 c mほどだが、土管は、平均で全長約5 2 c m、筒

部長約38 c m、重さ約22 k gあり、極めて重厚である。個々

の土管は、規格・重量にばらつきがあり、全長4 4 . 5 ～5 ６

ｃ､、筒部長33. 2～44. 5cm、重さ15. 5～29kgの幅がある。

土管の成形は、円孔部となる布巻き軸に粘土を巻き付

ける。玉縁部の円孔内面には、粘土紐の積み上げ痕跡が

観察できる。表面は、ナデ調整、筒部のえぐり込みは、

ヘラケズリでつくる。表面に「廿」のへら描き記号をも

つものがあり、これらはある程度規格が揃うようだ。ま

た、多くの土管は、表面にベンガラが付詩していたが、

記号かどうかは明らかでない。

土器古城時代から平安時代前期に至る土師器と須恵器、

平安時代前期の黒色土器のほか、弥生土器や瓦器が出土

した。

祈組大瀧S D6 6 8 5 の掘形からは、土師器杯Ａ・Ｃ、鉢

Ａ、皿、ロクロ成形の杯Ｂ、高杯Ｃ、喪、須恵器杯Ｈ、

壷、護が出土。飛鳥11～I I I oS D6685の埋土からは、土師

器杯Ｃ・Ｈ・高杯Ｇ、饗、須恵器杯Ｂ・Ｇ・Ｈ、壷、饗、

瓶など、飛鳥Ｖまでの土器が出土。

業掘瀧S D7 3 9 下屑の喋層からは、土師器杯Ａ、皿、小

皿、高杯Ｇ、壷、婆、須恵器杯Ａ・Ｂ、椀Ａ、鉢、壷な

ど、飛鳥Ｖから平安時代前期（1 0 ･ i I t 紀前半）までの土器

が出- ｔした。また、S D9 5 3の埋土上解からは、１１世紀代の

土師器皿が出土した。

古噛時代の土器は、竪穴住居S B 9 3 3 や河川堆積から5

1 1 t 紀後半のものが出土したほか、４世紀から６世紀後半

に及ぶ。

金属器２０点ほどの鉄釘や〃子片のほか、S D7 3 9 から青

銅製刀装具（責金具）が出土した。刀装具は、長径3 . 9

cm、厚さ0. 6cm・

石製品弥生時代のサヌカイト製禰錐と剥片のほか、縄

紋時代後期の石棒１点が石組大溝S D6 6 8 5 の掘形から出

＜－コ９

5cｍ

閏I Z I 5 石棒１：月

奈文研年報／1 9 9 7 - 1 1 ４９
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土した( 図4 5 ) 。頭部３条の横方向の沈線をめく、らし、軸

部には両面に縦方向の沈線がある。下部を欠欄する。全

体に磨きを施すが、敵打痕が随所に残る。現存長1 1 1 c m、

最大幅4. 92cm、最大厚2. 3cm。

まとめ

西門の構造と規模について今調査区束辺は削､ ドが著し

く西門礎石は失われ基壇土も完全に削平されていた。遺

構検出面は基壇上面から6 0 ～7 0 c m低い。しかし、礎石据

付掘形により梁間２間の八脚門であることを確定した。

1 9 5 6 年の調盃成果と対比すれば西' 1 1 1 脇の間の柱間は約

3 . 5 ｍ（高麗尺1 0 尺）とみてよい。基畷は掘込地業を行わ

ず、礎稿位淡のみ据付掘形を掘る。掘形の底は基壇上面

から約8 0 ～9 0 c mの深さにあったと推測される。

また、基壇に関しては基聴西縁石と雨落溝側ｲ ｰ i の抜取

痕跡かと思われる遺構（S Ｘ9 2 3 . 9 2 5 ）がある。この間を

雨落瀧と考えると、そこに足場S S 9 2 0 が位置するので､ 職

造的には妥当である。ただ、南門では背面には禰組雨落

溝が巡るが、前面は雨葛石一段で処理しているから、前

面の雨落溝の存在を確定することは今後の調査にゆだね

たい。

さらに、西門の足場穴を検出し、軒の出について新し

い知見をえた。『飛鳥寺報告』では、西門の平側の軒の出

について次のように復原している。｢ 側柱心から雨落瀧内

側までの寸尺が矩尺の6 . 5 尺、雨落満I I J が2 . 8 尺であるか

ら、矢張軒出は８尺位で、南門と一致することが知られ

る( 4 0 ～4 1 頁) ｣ 。今凹検出した足場S S 9 2 0 と西門西側柱と

の距離は約2 . 3 ｍ（高腿尺6 . 5 尺）で、この推定を裏付け

た。また、妻側の軒の出は、足場S S 9 2 1 を軒先とみると北

妻柱筋から約1 . 4 5ｍ（高麗尺４尺）となる。『飛鳥寺報告』

では、妻柱から基壇の南北縁までの距離を、1 . 6 4 ｍ（曲

尺5 . 4 尺）としているが、これだと峻羽の軒先が恭埋の内

側に収まる。西門は切妻八脚門なので蛾羽の軒先と基靭

縁が必ずしも一致しないかもしれないが、軒の長さ復原

の一つの根拠とはなろう。両者を一致させた場合、基堪

の南北長はこれまでの推定より４０c mほど短くなり、１３．４

ｍに復原できる。

西門の創建軒瓦は、Ⅲ～ｖ型式の｢ 星組｣ であろう。｢ 雄．

組」の瓦は中心伽藍では中門北側の瓦堆積の主体を占め

ており、西門の造営時期が中門や回廊に近いことを物語

る。少量ではあるが垂木先瓦も出土した。これも西門に

用いられた可能性がある◎ 鵬尾も破片が数点出土したが

これが西門に使われたかどうかははっきりしない。

西門外側の景観四門外側で見つかった遺櫛は２時期に

区分される。7 1 1 t 紀初頭頃の掘立柱南北塀S A 7 3 8 と柱列

S X 9 3 8 ・上管峨渠S X 7 4 0 、そして７世紀後半の石組大溝

SD6685･石組小溝SD6684･石列SX735･石敷SＸ736. 737.

9 3 7 . 9 5 0 など、の二つである。

南北塀S A 7 3 8 は西門の棟通りの西1 0 . 5 ｍ( 高腿尺3 0 尺）

に位置し柱間約2 . 6 ｍも7 . 5 高麗尺とみてよかろう。また、

南北塀S A 7 3 8 と柱列S X 9 3 8 の間隔は約3 . 2 ｍで高麗尺９

尺である。飛鳥寺の建物配涜が高麗尺の地割を基準とす

ることは既に指摘されている（『飛鳥寺』飛烏資料館図録

第1 5 冊1 9 8 6 年､ ４１～4 3 頁) 。飛鳥寺とその西側の地域の

一体性が地割の耐からも言及て榊きよう。また土管暗渠

S X 7 4 0 に先行する瓦敷S X 9 3 5 は飛鳥寺の「星組」に伴う

丸・平瓦で構成されていることもこれを裏付けるだろう。

過去の調査成果を参考にすると、土管暗渠は、南北1 0 0

ｍ以上続き、南から北に上水を流下した。使用された土

管の数は、2 5 0 本をくだらない。南北塀S A 7 3 8 も少なくと

も南北5 0 ｍ以上にわたって続き、飛鳥寺西の一郭の束を

限る施設とも考えられるが、西而大垣との間隔があまり

広くない点は一つの問題点として残る。

一方、７世紀後半の遺構は、石組大溝S D 6 6 8 5 が西門あ

るいは西而大垣の両９ｍにあり、ＳＤ６６８５と石組小溝

S D 6 6 8 4 との距離も同じく９ｍである。これは、小尺3 0 尺

( 大尺2 5 尺）にあたり、基準尺がかわった可能性が高い。

これらの辿構が造作されたのは、西門が複弁のX I V 型式

軒丸瓦で屋根修理された時期、飛鳥寺が官寺に準ぜられ

た犬武朝であろう（『年報1 9 9 5 』１６．１７頁) 。遅くともこ

の時、飛鳥寺四門の外側は石組瀧や石敷に覆われた完全

に人工的な景観に変貌した。

はじめにも述べたように、飛鳥寺西門の外は､ 『日本書

紀』に何度も登場する「飛鳥寺の西の槻の木の広場」が

あったところである。１１１大兄皇子と中臣鎌子との出会い

や、壬' ' １の乱そして天武朝以後の饗宴の場として､ ｢ 槻の

木の広場」は飛鳥の一つの中心だった。今凶の調査地が

｢ 飛鳥寺の西の槻の木の広場｣ の一部に相当するとの確証

は得られなかったものの、飛鳥寺の西方の状況を推測す

るに足る資料をえた。今後の調査が期待される。

（花谷浩）
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はじめに

この調査は高市郡明日香村飛鳥地内について明日香村

が行う下水道整備事業に伴う事前調査の第２年次の調査

である。今年度はＩ：飛鳥寺講堂北から講堂東、１１：講

堂西、ＩⅡ：西面大垣、Ⅳ：水落遺跡南の４箇所の里道上

に設けられた敷設予定区間を対象とした（3 9 頁の調査位

置図参照) 。

遺構

Ｉ区道I 幅が狭いために全長8 0 ｍの区間内に６個のトレ

ンチを設けた。講堂東辺の４つの調査区（１Ａ～Ｃ・Ｆ

区）では表土下4 0 c mの古墳時代の遺物を少量含んだ暗褐

色粘質土而で、近隻世～現代の水路護岸やその抜取穴等を

確認。飛鳥寺に関わる遺構は検出されなかった。講堂北

方では現来迎寺入口の石段下に南北約８ｍ（ＩＤ区) 、県

道に面して南北３ｍのトレンチ（ＩＥ区）を設けた。１

，区では地表下0 . 7 ｍの茶褐色粘土上面で土坑１基等を

検出した。土坑は一辺約１ｍ、深さ約0 . 4 ｍ・瓦、土器の

小片が含まれる。ＩＥ区では地表下1 . 3 ｍの茶褐色粘土上

而で土坑１基を検出した。土坑は一辺約１ｍ、深さ約１

ｍ・土坑の上面は灰褐色砂土と黄色粘土の互層であり、

ある時期の境内地の整地面であろう。

Ｉ区講堂の北西から西辺犬走上を通り北回廊に至る約

８０ｍを対象としたが、講堂西南隅以北は道幅が狭く、今

回は講堂西南隅から北回廊北端まて、の約2 3 ｍについて幅

０．８ｍの調査区を設けた。その際､ 調査区の北端を1 9 5 7年

の第３次調査区と重複させた。これは第３次調査の成果

を現行の国土方眼座標及び標高で再計測することによっ

て、今回調査が及ばなかった区間についても下水道管敷

設のためのデータを得るとともに、講堂周辺部の復元を

より確実にすることを目的としたもので、第３次調査の

倒壊した基壇縁石等を再発掘した（図4 7 ) 。

その結果、調査区の北端付近は南辺犬走と基壇の一部

が位置するとみられた。しかし、旧調査区の南端は近世

陶器の入った土坑による撹乱が著しく、その下面で柱穴

１個を、東壁面で基壇あるいはその南外方の整地の一部

と思われる土層を確認した以外は明確な遺構は検出され

なかった。柱穴は一辺1 . 2 ｍ、深さ1 . 4 ｍで基壇縁直下に

あり埋土に瓦を含まないことから講堂以前の遺構と考え
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られる。また、西接する1993 - 1次調査で東折するかと推

定された南北溝S D8 7 0の延長部も確認されなかった。講

堂南から北回廊までの間も遺構は稀薄で､径0 . 5ｍの掘形

をもつ柱穴、古墳時代の土器を含む暗褐色粘土の土坑、

平安時代前半の土器を含む一辺1 . 5ｍ以上、深さ0 . 4ｍの

土坑などを検出したにとどまった。

、区西門の北、西面大垣が想定される村道上に幅0 . 8

ｍ､全長約80ｍの調査区を設定した｡調査区の南では1984

年度Ｊ地点調査区、1985- 2次調査区、1989- 2次調査区

と隣接している（図4 8 ) 。

調査地の基本的な層序は上から、現道路、茶灰色土、

暗茶褐色砂質土であり､主に地表下0 . 4ｍの暗茶褐色砂質

土面で、西面大垣、内濠、飛鳥寺以前の掘立柱建物、西

面大垣を横断する暗渠（石組溝）等を検出した。

西面大垣は西門との取り付き部から1 1～1 6間目の６個

と、２５～2 9間目の５個の柱穴を確認した。柱穴は一辺1 . 2

ｍ、深さ1 . 5ｍの掘形で、柱は直径20c m・柱間は約2 . 6ｍ

等間に復原できる。大垣は国土方眼方位に対して北で西

へ約5 0 分偏している。

内濠は素掘りの南北溝で調査区北半で約3 0 , 分を検出

した。溝は大垣の方位と一致し、大垣心の東1 . 5ｍに西岸

をもち、深さは0 . 7 ｍ｡ 今回の検出は西岸に限られたが、

1 9 8 4年度Ｊ調査区で東岸を確認した南北溝と堆積土や出

土遺物が一致することから、溝幅は約３ｍに復原される。

埋土は上下２層に大別され、茶褐色砂質土の上層からは

奈良時代後半から平安時代後半までの土器が、下層の黄

灰色粘土からは飛鳥寺創建瓦や奈良時代初頭から中頃ま

での土器が出土した。

西面大垣を横断する溝は西門から2 9 間目にある。溝は

構造が異なる３条が併走し( 図4 8 ) 、ともに内濠の水を大

垣の外に排水する機能を果たしたと考えられる。重複関

係と底の深さからみて、中央→北→南の順に作り替えら

れている。中央の暗渠は内幅25 c m、深さ10 c mの木樋に凸

面を上にした平瓦を２枚重ねて蓋をし、その両側と上部

を玉石で囲う。暗渠は大垣柱掘形上にあり、天井石上面

から木樋底面までは約0 . 6 ｍ・北の暗渠は中央暗渠の北

０．８ｍに平安時代初頭の平瓦の凹面を上にして敷き、その

図４９内濠出土軒丸瓦Ⅲb 型式１：４

両側と上部を玉石で囲い、天井石の上にも玉石を詰める。

暗渠の上部には内濠上層のあふれがのびている。南の石

組溝は内法幅0. 3ｍ、深さ0. 3ｍで底に玉石を敷く。開渠

の可能性が高い。北側石が大垣の柱の上にあって共存は

難しく、この石組溝の構築は大垣の廃絶時かそれ以後の

ことであろう。

掘立柱建物は柱穴３個を検出しただけで棟の方向や規

模は明らかでない。柱穴は一辺0. 8～1. 0ｍ、深さ1. 4ｍで

直径25cmの柱痕跡がある。柱間は南が1. 8ｍ、北が２ｍ前

後で、柱穴列の方位は国土方眼方位に対して北で束へ約

3 0度偏している。柱穴は古墳時代後期の土器を含む暗茶

褐色粘土面で検出され、埋土に瓦を含まないことから飛

鳥寺造営以前の遺構と考えられるが、厳密な造営時期は

明らかにし得なかった。

1V区ⅡI 区の西約100ｍの里道上に南北約50ｍ、幅0. 8ｍ

の調査区を設けたが､調査区南半の地表下0 . 5ｍで東西小

溝数条を検出しただけで､その下の深さ0 . 5ｍ以上の茶褐

色砂質土には遺構遺物等はみられない。

出土遺物

瓦、土器、金属製品がある。瓦には表５に示した飛鳥

時代から鎌倉時代の軒瓦のほかに、近世近代の軒瓦、垂

木先瓦、へラ書きのある平瓦、噂と多量の丸平瓦がある。

図49は内濠下層出土の飛鳥寺軒丸瓦I I I b型式の完好例で

ある。土器には古墳時代から平安時代までの土師器、須

恵器、黒色土器、緑紬・灰紬陶器、近･世陶磁器があり、

１１区表土層から出土した14～１５世紀の外国産三彩皿片が

表５飛鳥寺1 9 9 6 - 3 次調査軒瓦点数表（）内は種不明を含む
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3 5 . 1 5ｍ（1 0 0大尺) 、南北４間1 8 . 6ｍ（5 3大尺）の建物

で､ 基壇は東西1 1 4 大尺、南北6 5 大尺であるのは変わらな

い。基璃の外には北では幅1 . 5 ｍの犬走があり、西でも同

様とすると里道の西端に位置する。ただ、上記は現状で

の整合性を求めたものであり、結論は全面的な再調査に

委ねるべきである。

内濠は寺域束北隅では大垣の内側約２ｍに外岸を置い

た幅約２ｍの素掘溝として検出されており、今回のそれ

と一体の施設と考えられる。しかし、北門の調査では大

垣から約６ｍ離れた位置にあり、西門前では確認されて

いない。また、出土土器によれば西内濠は平安時代まで

存続するが、北内濠は奈良時代の土坑で壊されており、

廃絶時期も一様ではなかったであろう。

今回検出した大垣を横断する暗渠は大垣を廃したあと、

開渠の稿組溝としている可能性が高く、近接した内濠に

築地崩壊土の堆稜がみられなかったことからも西限施設

は終始掘立柱塀であったと考えられる。大垣の造営時期

については内濠の瓦からは創建時まで遡る可能性がある

ものの、1 9 8 4 年度Ｋ調査区では大垣と併存する石組大溝

S D 6 6 8 5 の造営が７世紀後半のこととしており、今回も大

垣が創建時の造営であることを示す証左は確認されなか

った。（西口毒生）

珍しい。ここでは、飛鳥寺の変遷過程を理解する上でも

重要なI Ⅱ区の内濠出土土器を図示した( 図5 0 ) 。内濠出- 上

土器は上層と下層とに大別され、いずれも土師器杯、皿

が大半でその多くに灯明痕跡がある。下層には７世紀末

から奈良時代中頃（平城宮1 1 1 ）までの時期の土師器杯Ｃ

（１）、杯Ａ（２～４）、皿Ｃ（５～８) 、Ⅲ１Ａ（９～1 1 ) 、

護、ミニチュア甑( 1 2 ) 、須恵器杯Ｂ、同蓋、壷などがあ

り、上層には奈良時代後半（平城宮Ⅳ）から平安時代後

期までの、土師器杯（1 3～1 8 ) 、皿、小皿（1 9～2 2 ) 、黒

色土器Ａ類椀、同Ｂ類椀（2 6 ) 、同Ｂ類小皿（2 4～2 5 ) 、

緑紬陶器椀（2 3 ) 、灰紬陶器皿がある。

まとめ

Ⅱ区では講堂に関わる新たな知見は得られなかったが、

第３次調査地の倒壊した基壇縁石を再発掘、再計測し、

1 9 9 3 - 2 次調査時に再測した身舎両北隅の礎禰や1 9 9 3 - 2

次調査の講堂北東部の遺構とともに現行の国土方眼座標

上に展開した結果、講堂基壇は『飛鳥寺報告』に示され

た１度3 3 分4 4 秒よりもやや大きく北で西へ偏していると

考えられるに至った。それによれば『飛鳥寺報告』では

復原基壇西縁線からはずれていた講遼基壇西縁の立石南

半が、北辺と正しく直交するのである。図4 7 ではその結

果をもとに、第１次調査時に測図された講堂西庇南半の

礎石４個の位置を修整して作図した。講堂が東西８間
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ｓ飛鳥寺東南の調査（第8 4 次）
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二

１

１

本調査は、奈良県が計画している万葉ミュージアムの

建設にともなう事前調査である。調査区の面積は2 4 0 0 m,

で、１月から調査を開始し、９７年度も調査を継続中であ

る。そのため、９６年度の報告は中間報告にとどめる。

調査地は飛鳥寺の東南方に位置する。飛鳥寺の中心伽

藍の様相は1 9 5 6 . 5 7 年の調査で明らかになっている。寺

域については、1 9 5 6年と1 9 7 9年に南限、1 9 7 7年に北限、

1 9 8 2 年に東限の塀を確認している。それらの成果から、

本調査区内に寺域の東南隅が位置すると推定されていた。

その一方で、調査区の西側には推定寺域の南限をかすめ

るように丘陵が張り出しており、丘陵と寺域との関係が

問題点でもあった。また、1 9 9 1 年には、発掘区南側の飛

鳥池の池底から、７．世紀後半から８世紀初めにかけての、

金属やガラス製品の生産工房跡（飛鳥池遺跡）を発見し

ている。本調査区にも工房に関連する施設が広がってい

ると推定され、工房の広がりと飛鳥寺との関係も明らか

になると考えられた。

調査区の旧地形は西側の丘陵から東に落ちる谷になっ

ており、この谷に整地層が何層も積まれて、遺構面の層

位は複雑な様相を示している。遺構検出は主として藤原

宮期以降の整地層上でおこなった。

年度内の調査で､ は、飛鳥寺寺域東南部分の区画施設は

検出していない。すくなくとも藤原宮期以降は、調査区

内に寺域東南隅が位置しないようである。一方、調査区

画

Ｕ

図５２第8 4 次調音付需画

の北端で､ 東西溝（藤原宮期～奈良時代前半）と、その南

側で溝に沿った掘立柱塀を検出した。溝の北側でも、磯

敷の通路をはさんで、大量の瓦が出土しており、塀の存

在が予想される。したがって、溝の北と南それぞれに閉

鎖された区画が存在していたと推定できる。溝は飛鳥寺

の伽藍の方位よりも東で北に振れ、寺域東南隅を斜めに

横切る位置にあり、従来の予想に反して、寺域は東南隅

では斜めに切れていたと考えられる（図5 2 ) 。

東西溝の南側には、ほぼ溝の方位に沿って建物や塀が

建つ。調査区の北西にある井戸は、東西６ｍ、南北8 . 5

ｍ、深さ約6 0 ～8 0 c mの範囲で掘り下げられ、壁面は石積

で化粧され、内部に石敷が施され、石敷面の南寄り中央

に井戸本体がある( 図5 1 ) 。石敷の周囲には浅い溝がめぐ

り、井戸本体から北へ抜ける排水溝と合流して、石組の

暗渠につながる。この暗渠が東西溝へ接続する。

東西溝の南側の区画では、建物や井戸の他に、炭化物

を含む土坑を検出している。出土遺物にも鋳銅に関係し

たルツボ、羽口等があり、区画内に展開する施設が飛鳥

池遺跡と一体であった可能性を示している。そのいつぽ

うで、銅箸、灯明Ⅲ、漆塗鉄鉢形須恵器や飛鳥寺所用瓦

なども出土しており、飛鳥寺との密接な関係も窺わせて

いる。

今後の調査では、寺城東南部の区画施設の検出、東西

瀞南側の区画内の遺構変遷とその性格、飛鳥寺と飛鳥池

遺跡との関係の解明が焦点となる。（島田敏男／遺構）

図５１第8 4 次石敷井戸（西南から）

薯、

飛鳥池遺跡
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